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研究成果の概要（和文）：　本研究では,「母語」「母国語」「外国語」をめぐる中国朝鮮民族日本語学習者の言語意
識をライフヒストリーインタビューから聞き,考察を行ったものである。そこには,3つの言語に対する葛藤やアイデン
ティティの揺れが語られていた。しかし,その揺れを乗り越え,そのどれも「完璧」とは言えない互いの言語を補い合い
ながら生きる姿も見られた。さらに,言語の境界を生きること,「自分」にとって意味のある言語で生きることの重要性
が語られ,ことばをアイデンティティの観点から捉え直すことの必要性が示唆された。また、自らが変化していく主体
であり、他者とかかわり、理解しあえることができたと捉えていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：in this study,discusses the language awareness of japanese language learners of et
hnic koreans in china regarding 'mother tongue','native language' and 'foreign language',which are found f
rom life-history interviews.the subjects talked about the conflict of uncertain identity for the three lan
guage.however,it was evident that the subjects overcame the uncertainty and their 'non-perfect'languages a
re complimenting each other.furthermore, the subjects also discussed living on the 'boundaries of language
',and the importance of using the language that is meaningful to 'themselves'. this suggests the need for 
re-capturing the language from the perspective of identity.
 in the analysis,it became clear that the learner eventually came to think, through the japanese language,
 their was able to develop a relationship of mutual understanding with others.
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、言語能力を生きることという
文脈で捉え、「母語」「母国語」「外国語」と
いう「言語の境界」を乗り越えることの意
味と、言語教育をアイデンティティ形成の
観点から捉えなおすことの重要性を明らか
にすることを目的としたものである。特に
「朝鮮語」「中国語」「日本語」という 3 つ
の言語を持っている中国朝鮮族日本語学習
者の言語意識と言語応用能力に関するライ
フヒストリーにより、固定的に捉えられて
いるアイデンティティから流動的で多面的
な観点を考察する。本研究を通して、多言
語化が進行する日本語学習者への支援のあ
りかを考えるきっかけになると同時に,日
本語教育の文脈で複言語主義の課題と展開
の基盤となる。 
 近年日本語教育においては、言語能力観
から言語教育のあり方を考えることの重要
性が述べられている。同時に、複数の言語
において個人が持つあらゆる言語的な力が
活かされる複合的な力を重視するヨーロッ
パの文脈での複言語主義が注目を浴びてい
る。日本語教育におけるこのような動きは、
多様な言語背景を持つ学習者の増加に伴い
不可欠なことであると考えられる。だがそ
の一方、日本語学習者の多様な言語背景に
目を向ける必要性を課題としながらも、育
成させるべき「能力」とは「コミュニケー
ション能力」であるとされており、日本語
学習者個々人の能力観は重視されていない
のも現状である。それはつまり、日本語教
育における「日本語」とは「外国語」とい
う枠で捉えられているからであろう。  
 よって、日本語学習者の言語能力は各々
の中にあり、したがって能力を育成するこ
とではなく、生きることという文脈で捉え
る必要があると考えた。特に、「朝鮮語」「中
国語」「日本語」という 3 つの言語を持っ
ている中国朝鮮族日本語学習者は複数の言
語能力を持っているにも関わらず、固定さ
れたアイデンティティで捉えられているこ
とが見られた。中国朝鮮族に関する研究は
アイデンティティの葛藤に焦点を当てたも
のが多いと思われる。関連文献にも、「あな
たは自分を何人だと思いますか」という質
問に対して「朝鮮人対中国人」が提示され
ている。しかし、個人の中にある複数,かつ
複合的なアイデンティティが彼らにはきち
んと反映されていなく、アイデンティティ
と民族が混同されていると思われる。むろ
ん、多かれ少なかれアイデンティティの葛
藤に悩む体験をしていると思われる。しか
し、果たして,彼らを朝鮮民族としてのエス
ニック・アイデンティティと中国国民とし
てのナショナル・アイデンティティという
二元的な帰属意識の中で選択に迫られる存
在としてのみ、捉えていいのかという疑問
を持つ。言語とアイデンティティの関係を
固定したものではなく、複合的で流動的な

ものであると捉えると共に、「母語」「母国
語」「外国語」といった「言語の境界」を別
個にするのではなく、「生きること」という
視点で個々の能力を支える「ことば」の意
味と、アイデンティティ形成に関わる「こ
とば」の重要性を明らかにする。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、言語能力を生きることという
文脈で捉え、「母語」「母国語」「外国語」と
いう「言語の境界」を乗り越えることの意
味と、言語教育をアイデンティティ形成の
観点から捉えなおすことの重要性を明らか
にすることを目的としている。   
 特に「朝鮮語」「中国語」「日本語」とい
う 3 つの言語を持っている中国朝鮮族日本
語学習者の言語意識と言語応用能力に関す
るライフヒストリーにより、固定的に捉え
られているアイデンティティから流動的で
多面的な観点を考察する。本研究を通して、
多言語化が進行する日本語学習者への支援
のありかを考えるきっかけになると同時に、
日本語教育の文脈で複言語主義の課題と展
開の基盤となる。 
 
本研究の目的は以下の三点である。 
１）中国朝鮮族日本語学習者に関する研究
がどのように行われているかを関連文献よ
り概観し、「母語」「母国語」「外国語」とい
った言語の境界を日本語教育においてはど
のように捉えているかを関連論文から調べ
る。さらに、言語をアイデンティティの観
点から捉えることの重要性を縦断的な文献
調査を行いながら,理論面における基盤を
構築する。 
２）中国国内、および日本で在住している
中国朝鮮族日本語学習者とのインタビュー
調査により学習者各々の言語生活を始め、
「朝鮮語」「中国語」「日本語」をどのよ
うに運用し意識しているか、自身の言語能
力をどのように捉えているかを明らかにし、
言語能力の多面的な把握を行う。 
３）１、２の結果から,「母語」「母国語」
「外国語」といった「言語の境界生きる」
ことの意味を明らかにする。さらに、個々
の能力を支える「ことば」とアイデンティ
ティ形成に関わる「ことば」の意義と可能
性について論じる。 
 
３．研究の方法 
１）文献調査では、中国朝鮮族日本語学習
者に関する研究がどのように行われている
かを概観し、「母語」「母国語」「外国語」と
いった言語の境界を日本語教育においては
どのように捉えているかを関連論文から調
べる。さらに,言語をアイデンティティの観
点から捉えることの重要性を縦断的な文献
調査を行い、理論面の基盤を構築する。 
２）インタビュー調査では、言語使用と言
語応用能力の実態を把握し言語能力の多面



的な把握を行う。さらに 3 つの言語を巡る
言語意識から能力観を支える「ことば」の
意味とアイデンティティ形成に関わる「こ
とば」とはいかなるものなのかを明らかに
する。そのため、ライフヒストリーインタ
ビュー法を用い、「日本語人生」の物語を聴
く。日本語を学ぶきっかけを始め、どのよ
うに学習し、その中で何が起きたかの語り
により言語に対する意識を把握することが
できる。 
 インタビュー調査、分析・考察だが、初
年度は、中国の大学で日本語を専攻する中
国朝鮮族日本語学習者とインタビューを行
った。主に、中国の延辺に位置する大学で
ある。研究の目的およびインタビューの内
容を述べ、研究協力を行った。出身地区･
年齢・性別を問わず、1 回に 1 時間から 2
時間程度のインタビューを 20 名に聞き取
り調査をした。インタビューの内容は,「自
身の複数言語能力をどのように考えている
のか、どのように応用しているのか、また、
複数の言語を使用する中で日本語をどのよ
うに位置づけているのか」等を中心に、ラ
イフヒストリーインタビュー法を用い、日
本語学習者の「日本語人生」を通じ、包括
的に聞いた。なお、調査２年目には、日本
国内、韓国の国内に在住している中国朝鮮
族日本語学習者にインタビュー同様のイン
タビューを行った。 
 分析に使用するデータは、ＩＣレコーダ
ーで録音したインタビューを書き起こしし
たもの、およびのフィールドノーツを使用
した。分析方法は,「ストーリー自体を調査
の対象として扱う特徴があり、単に、言語
によって示された内容を見るのではなく、
語りをなるべく切り刻まずに、語りの流れ
や全体的な形を大事にしながら、ナラティ
ブの時間的な進行という文脈で捉えられて
いる」というナラティブ分析を用いた。 
 
４．研究成果 
１）言語意識と言語能力、そして自己評価
の相関性 
「母語」とは、本人が「母語」だと見なし
ている言語であり、複数でも可能であるこ
とが「母語をどのように捉えているか」と
いう調査により明らかになった。つまり、
自分が言語をどのように意識し、考えるか、
または自分の言語能力に対してのきづきに
よってそれぞれが自分のことばを育んでい
くことが重要であることが示唆された。人
は自分が持っている言語をどのように捉え
るかによって自分の評価基準をあげる傾向
が見られた。それは理想とする自己を思い
浮かべ、こうありたい自己像を確立してい
くことであり、日本語を通じて能力への可
能性の発見でもあることが明らかになった。 
２）言語教育とアイデンティティの関係 
人間は言語で生きている。言語で生きる自
分がいる。自分において新たな言語が生ま

れても来るし、自分によって生きられる言
語もある。「自分」を抜きにしては語られな
い言語を誰もが持っている。だからこそそ
の言語は「自分のもの」でなければならな
い。そのためにも言語とアイデンティティ
の関係を固定したものではなく、複合的で
流動的なものであると捉えると共に、「母語」
「母国語」「外国語」といった「言語の境界」
を別個にするのではなく、「生きること」と
いう視点で日本語学習者個々人の能力を支
える「ことば」の意味とアイデンティティ
形成に関わる「ことば」とはいかなるもの
なのかが明らかになった。つまり「言語能
力」とは、ある言語ができる、できないと
いった領域を超え、自分の可能性であり、
自分らしく生きる「力」につながると共に、
言語教育とアイデンティティ形成とも関わ
っていた。自分の中で自覚的かつ複合的に
育てられる言語を通じて、日本語学習者
個々人が持つ言語レパートリーを生涯にわ
たって発展させることができる「能力」と
は何かが明らかになり、個々の能力を支え、
アイデンティティ形成に関わる「ことば」
教育の意義と可能性が導かれた。 
３）多言語多文化社会への提言 
 本研究を通じて、多言語化が進行する日
本語学習者への支援のあり方への提言がで
きる。本研究は帰国子女と呼ばれる学習者、
親の日本定住によりニューカーマーとなっ
た子ども、片親が日本人ではないハイブリ
ットな家庭で育った人などさまざまな言語
背景を持つ学習者が増加している今日の日
本語教育において、「外国語のための/外国
人のための日本語教育」から、「自分の日
本語教育学」へ移行していく意味が示唆さ
れた。つまり、日本語教育における複言語
主義の課題と展開に本研究は重要な基盤と
なったと言えよう。 
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